説教要旨「天使にまさる方」
聖書：　ヘブライ１章５－１４
1:5 いったい神は、かつて天使のだれに、／「あなたはわたしの子、／わたしは今日、あなたを産んだ」と言われ、更にまた、／「わたしは彼の父となり、／彼はわたしの子となる」と言われたでしょうか。

1:6 更にまた、神はその長子をこの世界に送るとき、／「神の天使たちは皆、彼を礼拝せよ」と言われました。

1:7 また、天使たちに関しては、／「神は、その天使たちを風とし、／御自分に仕える者たちを燃える炎とする」と言われ、

1:8 一方、御子に向かっては、こう言われました。「神よ、あなたの玉座は永遠に続き、／また、公正の笏が御国の笏である。

1:9 あなたは義を愛し、不法を憎んだ。それゆえ、神よ、あなたの神は、喜びの油を、／あなたの仲間に注ぐよりも多く、あなたに注いだ。」

1:10 また、こうも言われています。「主よ、あなたは初めに大地の基を据えた。もろもろの天は、あなたの手の業である。

1:11 これらのものは、やがて滅びる。だが、あなたはいつまでも生きている。すべてのものは、衣のように古び廃れる。

1:12 あなたが外套のように巻くと、／これらのものは、衣のように変わってしまう。しかし、あなたは変わることなく、／あなたの年は尽きることがない。」

1:13 神は、かつて天使のだれに向かって、／「わたしがあなたの敵をあなたの足台とするまで、／わたしの右に座っていなさい」と言われたことがあるでしょうか。

1:14 天使たちは皆、奉仕する霊であって、救いを受け継ぐことになっている人々に仕えるために、遣わされたのではなかったですか。
　イエス・キリストは神のみ子、つまり、神ご自身であるとヘブライ人への手紙の作者は明言しています。５－１４節は、旧約聖書を引用しながら、キリストが神であることを立証しようとしています。
ヘブライ人への手紙が書かれたころはまだ新約聖書は完成されていませんでしたが、聖書はありました。それが旧約聖書です。旧約聖書はユダヤ人にとっても聖なる書であり、神の言葉でした。キリスト者も旧約聖書を同じように受け入れていました。しかし、同じ聖書を用いても一方はイエス・キリストが、救い主、そして、神の子と信じ、他方ではそれを否定しています。何故、このような違いが出てくるのでしょうか。それは読み方の違いです。一方はイエスがキリスト＝油注がれた救い主、神の御子であると信仰の目をもって読みます。他方は否定して読みます。そのような読む側の動機が根本的に異なります。では何故そのような根本的な動機の違いが出てきるのかといえば、心あるいは、霊魂において、神がその奥深いところでイエスを神の子と信じるように導かれ、他方ではそのような聖霊に働きかけがないからです。
ではどうすれば、神が私たちの心のもっとも深いところで私たちを導かれるようになるのか。むろん、それは神のなさることであり、聖霊の固有の働きではありますが、神は私たちに祈ることを教えてくださいました。聖霊がわたしの心に働き、あるいは、私たちの周囲の親しいものに作用してくださって、その心の方向転換をしてくださるように祈り、また、とりなしをすべきです。神は私たちの祈りを必ず聞き上げてくださいます。ヘブライ人への手紙の作者は旧約聖書を引用しながら、キリストが神であることを立証します。ヘブライ人への手紙といわず、新約聖書において旧約聖書が引用される場合、ギリシヤ語に訳されていた旧約聖書が用いられます。私たちは聖書が神の言葉だという場合、言語で書かれた聖書を念頭に行きますが、ギリシヤ語の聖書だから信用できないというのではありません。新約聖書の著者たちは聖霊によって霊感されて記したのですから、それは神の言葉です。

　この５－１４節では、著者は、二つの観点から旧約聖書を引用しています。一つは、７個の引用聖句のうち、５個が詩篇です（注解者には４個という見方もあります）が、それらはメシヤ予言とされてきたものです。旧約聖書は、来るべきメシヤの到来を予告するものとして理解されています。これは現在に至るまでユダヤ人の読み方です。彼らは旧約聖書が来るべきメシヤ＝キリストの来臨を予告していると考えてきました。キリスト者も同じですが、キリスト者の場合は、そこで予告されていたメシヤとはイエス・キリストのことだと受け止めています。
　ヘブライ人への手紙の作者が注目している旧約聖書のもう一つのまとまりは、天使に関するものです。天使などというと、今日ではあまり信じられていません。白い衣を着て、背中には翼があるような絵を思い浮かべ、それは作り話、あるいは空想の産物と考えられています。しかし、聖書は天使の存在をあちらこちらで強調しています（創世記１９章１、２８章１２、２２章１１、出エジプト３章２、イザヤ６３章９など）。白衣で有翼の天使像は１世紀以前すでに一般的になっていたようですが、旧約聖書には明確に記されず、本来天使は見えない存在で、可見的存在となるときにはおそらく人間の姿をとったと思われます。
天使の存在を信じることはキリスト教信仰にとって重要だと思います。天使は神と人間の間を行き来して神に仕えています。天使はヘブライ語ではマルアーク、ギリシヤ語ではアンゲロスでいずれも「使いの者」を意味します。神と人間の間は極めて疎遠だと考えているのが現在人です。天

と地ははなはだ距離があって、その間はかけ離れていて、だから私たち生きている者は神と直接関わりはないと思っています。しかしそうではありません。教会はいつも「神の言葉・聖書」の解き明かしである説教を通して神の声を聞きますし、聖餐において主の食卓にあずかります。教会は神の国の前味ですし、教会は天国の鍵を有しています。決して神と人間は疎遠などではなく、緊密な交わりをもっています。天使こそ、そのような神と人間の交友のしるしです。天使の存在を信じることは神の介入を信じることでもあります。神は生きて働いていますが、天使はその役割の遂行者です。

このような天使の存在を信じる信仰から、天使礼拝が当時一般的になっていたようです。本来、天使は、空中〔天〕にあって、神に近くあり、特に不死の存在とされ、人間にまさる力を持つ者とされたために、いつしか礼拝の対象となってきていたのでしょう。あるいは、異教徒の接触から天使礼拝が導入されたのかもしれません。ヘブライ人への手紙の作者はそのような天使礼拝をよく知っていたと思われます。ただ、彼はそういうものを直ちに偶像礼拝だと片付けたりはしません。彼の手法は、キリストは天使にまさる、そのことは旧約聖書の証言にほかならないと主張するところにあります。

　６節と７節の引用はこのためです。６節は詩篇９篇６異邦の民を叱咤し、逆らう者を滅ぼし／その名を世々限りなく消し去られるの引用です〔ただし、ネヘミヤ９章６あなたのみが主。天とその高き極みを／そのすべての軍勢を／地とその上にあるすべてのものを／海とその中にあるすべてのものを／あなたは創造された。あなたは万物に命をお与えになる方。天の軍勢はあなたを伏し拝むの引用だとする注解者もいます〕。また、７節は詩篇１０４篇４さまざまな風を伝令とし／燃える火を御もとに仕えさせられるの引用です。これらはギリシヤ語聖書からの引用なので、ヘブライ語から訳された旧約聖書の言葉とは若干異なります。これらの引用において、世界に送られた長子、すなわち神の御子イエス・キリストを、天使たちは礼拝せよと命じられているとされます。天使すらも神のみ子として、イエス・キリストを礼拝し、仕えるべきだといわれるのです。当然ここから、天使たちは、メシヤ・キリストの下位にあります。
　天使礼拝を背景に考えると、天使が５節にある、詩篇２篇７主の定められたところに従ってわたしは述べよう。主はわたしに告げられた。「お前はわたしの子／今日、わたしはお前を生んだ、あるいは同じく５節のサムエル記下７章１４わたしは彼の父となり、彼はわたしの子となる。彼が過ちを犯すときは、人間の杖、人の子らの鞭をもって彼を懲らしめようの聖句を天使に当てはめられるというようなこともあったのかもしれません。しかし、ヘブライ人への手紙の作者は、この旧約聖書の箇所が天使に対して言われるはずがない、これらはメシヤについて言われるべきだと主張します。天使がいかに霊的に高い位置づけをされていても、「あなたは子である」といわれるはずがないのです。メシヤ＝油注がれた者は、天使に勝る。メシヤのほうがはるかに偉大である。これこそ、著者が言いたいところです。旧約聖書の文言が断定的に語っています。これは１３節も同じです。そして、それは詩篇１１０篇１【ダビデの詩。賛歌。】わが主に賜った主の御言葉。「わたしの右の座に就くがよい。わたしはあなたの敵をあなたの足台としよう」の引用です。詩篇において、メシヤ＝油注がれた者＝キリストは偉大な存在であると予告されている、イエス・キリストこそ、そのメシヤに他なりません。
　ヘブライ人への手紙の作者はこうして、１４節で結論を語ります。礼拝の対象さえなるほど天使は聖書を読む者にさえ崇められ尊ばれています。天使の存在を認めれば当然その位置は尊重されるべきです。何せ、天使は神と人間の中間に位置し、時間・空間に制約されない霊的存在であり、不死という属性ももっています。このような天使の存在は恐れを抱かせることも確かです。けれども

ヘブライ人への手紙の作者は天使たちを「奉仕する霊」であると定義し、それゆえに決してメシヤ＝救い主に勝る者ではないと結論します。
　天使は奉仕する者です。今も天上において神に仕えています。彼らのもっとも重要な役割は神讃美です。讃美しつつ神を礼拝しています。私たちはその天使の礼拝を見ることができませんけれども、私たちが今ここで神を礼拝するときは、一緒に神を礼拝しています。天使と共に神を礼拝しています。キリスト教会の礼拝はささやかな世界の片隅での行為のように見えますが、そうではありません。壮大な宇宙的な行為なのです。天使は礼拝すべきではありませんが、天上にいる御使いと共に私たちは神を礼拝することができています。
　天使はそのほかの領域でも神に仕えています。神は私たちを救おうとされていますが、神の救いの歴史の中で、重要な役割を果たします。一番よく知られているのは「受胎告知」ではないかと思います〔マタイ一章〕。私たちの救いのために神から遣わされて、神の意志を伝え、福音を聞かせます。

　８－９節は詩篇４５篇７－８7 神よ、あなたの王座は世々限りなく／あなたの王権の笏は公平の笏。8 神に従うことを愛し、逆らうことを憎むあなたに／神、あなたの神は油を注がれた／喜びの油を、あなたに結ばれた人々の前での、１０－１２節は詩篇１０２篇２６－２８26 かつてあなたは大地の基を据え／御手をもって天を造られました。27 それらが滅びることはあるでしょう。しかし、あなたは永らえられます。すべては衣のように朽ち果てます。着る物のようにあなたが取り替えられると／すべては替えられてしまいます。

28 しかし、あなたが変わることはありません。あなたの歳月は終ることがありません。」の引用です。
いずれもメシヤ予言として受け入れられてきました。前者は、そのメシヤが油注がれた者＝メシヤということを証言しています。イスラエルでは祭司、預言者と共に王に即位する時に油を注がれて王位につきました。その王国は永遠といわれていますから、普通の王国ではなく、永遠不変の王国の王です。メシヤはこのような者だと予告されていますが、イエス・キリストこそこのような王として座につく方に他なりません。
　また、後者では、メシヤは天地の創造者であって、それは決して滅びることはないとされています。旧約聖書で言うメシヤは人間のように死んでしまう王でもなく、世界の一部しか所有しない、限られた王でもありません。この王は偉大な神としかいいようがない神ご自身であるとヘブライ人への手紙の作者は語っています。

　こうして、旧約聖書のメシヤ預言では、御子キリストは神の右に座しています。かつて王国では王は偉大過ぎて直接統治せず、実際の実務は王座の右に座る者に任せられていました。キリストは今は神の右に座して、神がもっておられる権威によって全世界を統治されています。このようなイエス・キリストへの信仰は旧約聖書の熟読から生じてきた結論です。

　私たちは今天使よりも偉大であり、王の王、主に主である、神であり、神の子である方を信じ、導かれているのです。(この項おわり)　
